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令和3年度県高校総体 北山高校激闘の軌跡 ①

今回は、陸上部・駅伝部以外の活躍を紹介しますが、その前に右の写真を
説明します。これは生徒会役員が県総体へ出場する選手を激励するために作
成したものです。これまでは、全校生徒による推戴式を体育館で行っていた
のですが、現状ではそれもできません。それならばと、昨年に引き続き生徒
会役員が中心になって応援ボードを作り、生徒・職員から激励のコメントを
書いてもらいました。なかなか上手くいかなかったこともありましたが、生
徒会も校内放送で呼びかけるなど頑張ってくれました。

部活生応援プロジェクト！

男子バレーボール部
沖縄工業高校と対戦し、０－２で敗れました。当初、第2試合の10:30開始ということで、女子バレー部の試合後に応援に行

く予定でしたが、第1試合の出場校が新型コロナ関係で不参加ということで繰り上げての試合開始となったそうです。私はそ
の試合結果を女子バレー部の試合中に本部席で聞かされました。残念。応援したかったですね。男子バレー部は、昨年度の活
動が認められ、今年度部に昇格したばかりです。大会前の練習を体育館で何度か見学したのですが、誰かに指示されることな
く、自分たちで考えて懸命に練習していた姿が印象的でした。何よりもバレーボールを楽しんでいるように見えました。新生
男子バレー部、今後の活躍に期待しています。

女子バレーボール部
八重山商工高校と対戦し、第1セットは取ったのですが、第2セットから相手校

も力を発揮し最終セットまでもつれる展開になりました。勢いに乗った相手に対
し、中盤どうにか同点まで追いつく粘りを見せたのですが、最後はセットカウン
ト１－２で敗れました。最後まで粘り強く闘う姿勢を見せた彼女たちを、声援が
禁止されている会場で、できる限りの拍手で応援しました。試合中、時折笑顔で
応援に応えてくれた選手達。普段の練習中も体育館入り口に立っている私の姿を
見つけると遠くからでもチーム全体でのあいさつをしてくれます。いつの日か大
声で応援したいものです。これからもがんばれ女子バレー部！

男子バスケットボール部
那覇高校との対戦。45-92で敗れはしたものの、点差ほどの内容には見えませんでした。

序盤は競り合ってましたし、１対１も決して引けを取らない、当たり負けしない戦いが
随所に見られました。後半点差が離れても、ベンチの選手も含めてナイスなプレーには
声援を送り、公式戦を最後まで楽しんでいるようにも見えました。これまで引っ張って
いた３年生が抜けたあと、どのような新チームになるのか、注目していきたいですね。

試合当日の５月２９日（土）は朝からあいにくの
雨模様。今大会は全競技無観客試合ということも
あり、どの会場もいつもの県総体とは違って声援
もなく、駐車場に困ることもなく、体育館２階の
ギャラリーはひっそりとしていました。各校の校
長は入場可能ということでしたので、私が観戦で
きた試合を中心に報告します。

女子バスケットボール部
その日の午前中、大差で１回戦を勝ってきた北部農林高校との対戦。序盤は堅さも見

られたものの、徐々に北山も自分たちのプレーができるようになり、良いプレーが出て
くるようになってきました。ただ、第３クォーター終わった時点でかなりの点差で引き
離され、敗戦ムード漂うベンチかと思いきや、２階ギャラリーから見えた彼女たちの表
情はまだまだいける雰囲気を醸し出してました。そして迎えた最終第４クォーターは北
山怒濤の反撃開始！リバウンド、パスカット、そして３ポイントシュートなどが決まり
だし、敗れはしたものの最後は１０点差（58-68）まで詰め寄ってました。いい試合を見
せてもらいました。最後まで諦めない姿勢を後輩に繋げて欲しいです。

【予告】第5号ではソフトテニス部、ホッケー部を取り上げます。


